
『宿村大概帳』覚書

的
と
な
っ
て
し
ま
う
が
墨
痕
が
深
く
、
書
体
も
明
治
期
の
も
の
よ

り
古
様
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
次
項
で
触
れ
る

「
甲
」
の
手
に
な
る
と
考
え
て
い
る
【
図
１
】。

書
写
者　
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
一
冊
毎
の
丁
（
頁
）
数
の
多
寡

は
あ
る
も
の
の
、
全
冊
で
五
十
二
冊
と
、
膨
大
で
あ
る
。
一
人
の

手
で
書
写
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
一
冊
ご
と
に
見

て
い
く
と
、
手
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
中
心
と
な
っ
た
書

写
者
を
仮
に
甲
、
も
う
一
人
を
乙
と
し
て
お
く
。
甲
は
、
漢
字
の

つ
く
り
の
門
構
え
に
特
徴
が
あ
り
、
左
か
ら
右
へ
肩
が
下
が
る
特

徴
が
あ
る
【
図
２
】。
一
方
、
乙
は
甲
と
は
異
な
る
門
構
え
で
あ

る
が
、
最
も
払
い
に
表
れ
て
お
り
、
大
き
く
伸
び
や
か
な
払
い
を

す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
【
図
３
】。

　

甲
乙
両
者
の
書
写
の
冊
別
を
一
覧
に
し
た
も
の
が【
表
】で
あ
る
。

　
【
表
】
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
甲
が
主
と
な
っ
て
書
写
に
当

た
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

【図1】内扉題箋

【図2】甲の書写（門構えが右肩下がりに特徴）

【図3】乙の書写（甲とは異なる門構えと、大胆な払いに特徴）

【表】書写者別の冊数

街
道
名

「
甲
」
書
写
の
冊

「
乙
」
書
写
の
冊

東

海

道

一
、二
、三
、四
、五
、六
、十
一

七
、八
、九
、十
、十
二
、十
三

中

山

道

一
、二
、三
、四
、六
、七
、八
、十

五
、九

日
光
道
中

一
、四
、五

二
、三

奥
州
道
中

一
、二
、三

―

甲
州
道
中

一
、五
、六

二
、三
、四
、七
、八

日
光
御
成
道

―

一
、二
、三

日
光
例
幣
使
道

一
、三

二

水
戸
佐
倉
道

一

―

壬

生

道

―

一

美

濃

路

一
、二

―

山

崎

道

一

―

本

坂

道

―

一
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郵政博物館　研究紀要　第11号
（2020年３月）

は
じ
め
に

　
『
郵
政
博
物
館　

研
究
紀
要
』
第
六
号
に
お
い
て
、「『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿

村
大
概
帳
』
の
制
作
」
の
中
で
、『
宿
村
大
概
帳
』
に
つ
い
て
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て

触
れ
、
課
題
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
何
ら
解
決
策
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま

ま
時
間
が
経
過
し
て
い
っ
た
。
い
ま
一
度
、『
宿
村
大
概
帳
』
の
郵
政
博
物
館
本
を
全

て
通
覧
す
る
こ
と
で
、何
か
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、改
め
て
確
認
作
業
を
行
っ

た
。
刊
本
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
項
と
刊
本
だ
け
で
は
知
り
え
な
か
っ
た
所
見
を
、

自
ら
の
覚
書
な
い
し
後
学
の
参
考
の
た
め
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　『
宿
村
大
概
帳
』
の
資
料
概
要

　

改
め
て
触
れ
る
必
要
も
な
い
が
、『
宿
村
大
概
帳
』
に
つ
い
て
概
要
を
簡
単
に
紹
介

し
て
お
く
。
本
資
料
は
、
近
世
交
通
史
研
究
の
基
礎
史
料
と
し
て
知
ら
れ
、
児
玉
幸
多

校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集
』（
本
稿
で
は
刊
本
と
表
記
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
五
街
道
の
他
、
そ
の
付
属
街
道
と
し
て
美
濃
路
・
佐
屋
路
・

本
坂
通
・
山
崎
通
・
日
光
御
成
道
・
壬
生
通
・
例
幣
使
道
の
各
宿
と
水
戸
佐
倉
道
の
幕

府
管
理
の
三
宿
を
収
載
し
て
い
る
。
内
容
は
、
宿
高
・
人
口
（
男
・
女
）・
本
陣
規
模
・

旅
籠
数
・
家
数
・
人
馬
賃
銭
・
社
寺
・
沿
道
の
村
名
・
掃
除
場
・
生
業
・
並
木
・
一
里

塚
・
立
場
・
河
川
・
河
岸
・
橋
梁
・
産
業
な
ど
の
概
要
を
記
し
て
い
る
。

　

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
寛
政
期
に
調
査
し
て
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
完
成
し

献
上
さ
れ
た
が
、
改
め
て
命
を
受
け
て
校
本
を
再
作
成
し
た
。
こ
の
校
本
は
、
天
保

十
四
年
（
一
八
四
三
）
前
後
の
宿
内
人
口
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
こ
の

時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

文
化
度
の
校
本
と
天
保
度
の
原
本
は
所
在
不
明
で
、
現
在
郵
政
博
物
館
が
収
蔵
す
る

『
宿
村
大
概
帳
』
が
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
郵
政
博
物
館
本
は
、
駅
逓
局
長

前
島
密
が
命
じ
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
駅
逓
志
稿
』
編
纂

資
料
と
し
て
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
１
）。

二
　『
宿
村
大
概
帳
』
の
表
面
的
特
徴

　

ま
ず
、『
宿
村
大
概
帳
』
の
表
面
的
に
わ
か
る
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。

装
丁　

現
状
で
は
前
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
他
の
『
駅
逓
志
稿
』
の
編
纂
資
料
と
装
丁

は
同
様
で
、
編
纂
資
料
と
し
て
の
写
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
、
内
表
紙
の
添
付
さ
れ
た
題
箋
に
つ
い
て
は
、
紙
質
や
書
体
が
明
治
期
よ
り
遡
る
可

能
性
は
あ
る
。
本
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
質
よ
り
題
箋
の
方
が
厚
く
、
多
分
に
感
覚

『
宿
村
大
概
帳
』
覚
書
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『宿村大概帳』覚書

的
と
な
っ
て
し
ま
う
が
墨
痕
が
深
く
、
書
体
も
明
治
期
の
も
の
よ

り
古
様
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
次
項
で
触
れ
る

「
甲
」
の
手
に
な
る
と
考
え
て
い
る
【
図
１
】。

書
写
者　
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
一
冊
毎
の
丁
（
頁
）
数
の
多
寡

は
あ
る
も
の
の
、
全
冊
で
五
十
二
冊
と
、
膨
大
で
あ
る
。
一
人
の

手
で
書
写
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
一
冊
ご
と
に
見

て
い
く
と
、
手
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
中
心
と
な
っ
た
書

写
者
を
仮
に
甲
、
も
う
一
人
を
乙
と
し
て
お
く
。
甲
は
、
漢
字
の

つ
く
り
の
門
構
え
に
特
徴
が
あ
り
、
左
か
ら
右
へ
肩
が
下
が
る
特

徴
が
あ
る
【
図
２
】。
一
方
、
乙
は
甲
と
は
異
な
る
門
構
え
で
あ

る
が
、
最
も
払
い
に
表
れ
て
お
り
、
大
き
く
伸
び
や
か
な
払
い
を

す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
【
図
３
】。

　

甲
乙
両
者
の
書
写
の
冊
別
を
一
覧
に
し
た
も
の
が【
表
】で
あ
る
。

　
【
表
】
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
甲
が
主
と
な
っ
て
書
写
に
当

た
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

【図1】内扉題箋

【図2】甲の書写（門構えが右肩下がりに特徴）

【図3】乙の書写（甲とは異なる門構えと、大胆な払いに特徴）

【表】書写者別の冊数

街
道
名

「
甲
」
書
写
の
冊

「
乙
」
書
写
の
冊

東

海

道

一
、二
、三
、四
、五
、六
、十
一

七
、八
、九
、十
、十
二
、十
三

中

山

道

一
、二
、三
、四
、六
、七
、八
、十

五
、九

日
光
道
中

一
、四
、五

二
、三

奥
州
道
中

一
、二
、三

―

甲
州
道
中

一
、五
、六

二
、三
、四
、七
、八

日
光
御
成
道

―

一
、二
、三

日
光
例
幣
使
道

一
、三

二

水
戸
佐
倉
道

一

―

壬

生

道

―

一

美

濃

路

一
、二

―

山

崎

道

一

―

本

坂

道

―
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に
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郵
政
博
物
館　

研
究
紀
要
』
第
六
号
に
お
い
て
、「『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿

村
大
概
帳
』
の
制
作
」
の
中
で
、『
宿
村
大
概
帳
』
に
つ
い
て
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て

触
れ
、
課
題
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
何
ら
解
決
策
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま

ま
時
間
が
経
過
し
て
い
っ
た
。
い
ま
一
度
、『
宿
村
大
概
帳
』
の
郵
政
博
物
館
本
を
全

て
通
覧
す
る
こ
と
で
、何
か
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、改
め
て
確
認
作
業
を
行
っ

た
。
刊
本
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
項
と
刊
本
だ
け
で
は
知
り
え
な
か
っ
た
所
見
を
、

自
ら
の
覚
書
な
い
し
後
学
の
参
考
の
た
め
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　『
宿
村
大
概
帳
』
の
資
料
概
要

　

改
め
て
触
れ
る
必
要
も
な
い
が
、『
宿
村
大
概
帳
』
に
つ
い
て
概
要
を
簡
単
に
紹
介

し
て
お
く
。
本
資
料
は
、
近
世
交
通
史
研
究
の
基
礎
史
料
と
し
て
知
ら
れ
、
児
玉
幸
多

校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集
』（
本
稿
で
は
刊
本
と
表
記
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
五
街
道
の
他
、
そ
の
付
属
街
道
と
し
て
美
濃
路
・
佐
屋
路
・

本
坂
通
・
山
崎
通
・
日
光
御
成
道
・
壬
生
通
・
例
幣
使
道
の
各
宿
と
水
戸
佐
倉
道
の
幕

府
管
理
の
三
宿
を
収
載
し
て
い
る
。
内
容
は
、
宿
高
・
人
口
（
男
・
女
）・
本
陣
規
模
・

旅
籠
数
・
家
数
・
人
馬
賃
銭
・
社
寺
・
沿
道
の
村
名
・
掃
除
場
・
生
業
・
並
木
・
一
里

塚
・
立
場
・
河
川
・
河
岸
・
橋
梁
・
産
業
な
ど
の
概
要
を
記
し
て
い
る
。

　

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
寛
政
期
に
調
査
し
て
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
完
成
し

献
上
さ
れ
た
が
、
改
め
て
命
を
受
け
て
校
本
を
再
作
成
し
た
。
こ
の
校
本
は
、
天
保

十
四
年
（
一
八
四
三
）
前
後
の
宿
内
人
口
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
こ
の

時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

文
化
度
の
校
本
と
天
保
度
の
原
本
は
所
在
不
明
で
、
現
在
郵
政
博
物
館
が
収
蔵
す
る

『
宿
村
大
概
帳
』
が
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
郵
政
博
物
館
本
は
、
駅
逓
局
長

前
島
密
が
命
じ
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
駅
逓
志
稿
』
編
纂

資
料
と
し
て
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
１
）。

二
　『
宿
村
大
概
帳
』
の
表
面
的
特
徴

　

ま
ず
、『
宿
村
大
概
帳
』
の
表
面
的
に
わ
か
る
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。

装
丁　

現
状
で
は
前
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
他
の
『
駅
逓
志
稿
』
の
編
纂
資
料
と
装
丁

は
同
様
で
、
編
纂
資
料
と
し
て
の
写
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
、
内
表
紙
の
添
付
さ
れ
た
題
箋
に
つ
い
て
は
、
紙
質
や
書
体
が
明
治
期
よ
り
遡
る
可

能
性
は
あ
る
。
本
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
質
よ
り
題
箋
の
方
が
厚
く
、
多
分
に
感
覚

『
宿
村
大
概
帳
』
覚
書
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『宿村大概帳』覚書

る
こ
と
か
ら
書
写
者
自
身
が
誤
り
に
気
付
き
、
自
ら
が
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
藤
沢
宿
（
第
一
冊
）
の
今
宿
村
の
土
橋
の
記
述
の
下
に
二
枚
の
付
箋
の
痕
跡

が
あ
り
、
左
側
の
付
箋
に
「
了
」
ら
し
き
一
字
が
残
る
が
付
箋
が
欠
け
て
い
る
の
で
不

詳
で
あ
る
【
図
６
】。

　

こ
の
ほ
か
大
磯
宿
（
酒
匂
村
）、
箱
根
宿
（
と
も
に
第
二
冊
）
な
ど
、
比
較
的
巻
数

の
若
い
巻
に
み
ら
れ
て
い
る
。
注
記
が
あ
っ
た
の
か
を
含
め
明
瞭
な
修
正
の
痕
跡
は
認

め
ら
れ
な
い
箇
所
も
あ
る
の
で
、
何
の
た
め
か
不
明
で
あ
る
。

　
「
奥
州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
白
川
宿
（
第
三
冊
）
で
は
、
問
屋
給
米
の
項
目
に
検
断

所
役
人
の
手
当
て
に
「
コ
レ
ハ
別
ニ
三
人
扶
持
ア
リ
、
扶
持
モ
米
ユ
ヘ
無
論
算
入
ス
ヘ

シ
、」
と
付
箋
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
東
海
道
の
付
箋
と
は
異
な
る
【
図
７
】。

貼
紙　

刊
本
で
は
付
箋
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
本
項
で
は
前
項
と
の
混
乱
を
避
け

る
た
め
、
貼
紙
と
す
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

　

神
奈
川
宿
（
第
一
冊
）
の
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
駄
賃
高
札
部
分
に
、
貼
紙

修
正
が
み
ら
れ
る
【
図
８
】。
刊
本
で
も
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
未
五
月
ゟ
来
ル
子
」

の
貼
紙
が
あ
り
、
修
正
前
は
「
辰
五
月
ゟ
来
ル
酉
」
と
開
始
時
期
に
一
年
、
終
期
に
四

年
、
期
間
に
七
年
と
五
年
の
誤
差
が
あ
る
。
後
段
で
は
、
修
正
前
「
天
保
十
五
年
辰
四

月
」
が
、
貼
紙
修
正
で
「
安
政
六
未
四
月
」
と
な
っ
て
い
る
【
図
９
】。
神
奈
川
宿
に
限
っ

て
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
駄
賃
が
改
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前

項
で
指
摘
し
た
が
、
高
札
部
分
は
単
純
に
書
写
し
て
い
る
た
め
で
、
前
の
品
川
宿
・
川

崎
宿
と
次
の
保
土
谷
宿
は
、
修
正
前
の
記
載
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
の
下
諏
訪
宿
（
第
五
冊
）
の
地
子
免
許
に
も
次
の
よ
う
な

貼
紙
修
正
部
分
が
あ
る
【
図
10
】。
修
正
前
は
「
六
千
六
百
七
拾
坪
半
」
で
あ
る
が
、

修
正
後
「
六
千
七
百
五
坪
半
　
　
是
者
辛
未
六
月
八
日
高
島
藩
ヨ
リ
　
再
調
書
　
差
出

候
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
辛
未
」
が
何
時
な
の
か
が
問
題
だ
が
、『
宿
村
大
概
帳
』

が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
と
す
れ
ば
、
前
後
の
「
辛
未
」
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

と
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
で
あ
る
。「
高
島
藩
ヨ
リ
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、「
藩
」
は
明
治
元
年
の
府
県
と
藩
の
呼
称
か
ら
四
年
七
月
十
四
日
の
廃
藩
置
県

ま
で
に
限
ら
れ
、『
駅
逓
志
稿
』
編
纂
時
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
詳
し
く
調
べ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
駅
逓
寮
か
ら
各
地
に
確
認
の
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
高

島
藩
か
ら
回
答
が
あ
り
書
写
し
た
原
本
の
記
述
を
訂
正
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

同
様
に
「
甲
州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
の
金
沢
宿
と
上
諏
訪
宿
（
と
も
に
第
八
冊
）
の

地
子
免
許
の
項
に
も
あ
る
。
金
沢
宿
の
修
正
前
「
壱
万
七
千
拾
四
坪
余
」
が
、
貼
紙
修

正
「
壱
万
七
千
五
百
拾
四
坪
半
　
是
ハ
辛
未
六
月
八
日
再
調
改
」【
図
11
】。
上
諏
訪
宿

が
「
壱
万
六
千
九
拾
九
坪
余
」
が
、
貼
紙
修
正
「
壱
万
七
千
五
百
七
坪
　
是
ハ
辛
未
六

月
八
日
再
調
改
」【
図
12
】。
こ
れ
は
中
山
道
の
下
諏
訪
宿
の
修
正
と
も
対
応
す
る
も
の

で
、
高
島
藩
が
同
時
に
再
調
査
結
果
を
駅
逓
寮
に
報
告
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

か
も
金
沢
宿
の
検
地
が
文
政
度
の
検
地
で
、
こ
れ
を
元
に
地
子
免
許
が
決
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、「
辛
未
」
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
で
は
あ
り
え
ず
、
明
治
四
年
で
あ

る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　
「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
の
愛
知
川
宿
（
第
十
冊
）
の
愛
知
川
宿
か
ら
武
佐
宿
迄
の

往
還
通
間
の
村
の
西
老
蘇
村
の
項
で
、
前
後
の
宿
へ
の
里
程
で
「
愛
知
川
」
と
す
べ
き

と
こ
ろ
「
武
佐
」
と
誤
記
し
、
貼
紙
で
修
正
さ
れ
て
い
る
が
【
図
13
】、
刊
本
で
は
注

記
は
な
い
。

　

な
お
、
筆
者
は
貼
紙
の
文
字
か
ら
は
、
複
数
の
手
に
な
る
も
の
と
見
て
い
る
。

朱
書　

朱
書
は
、「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
だ
け
に
見
ら
れ
る
。
水
口
宿
（
第
十
冊
）

の
水
口
宿
よ
り
石
部
宿
迄
往
還
通
の
雑
部
に
「
寛
政
十
三
午
年
」
の
干
支
が
間
違
い
で

朱
書
き
で
「
午
」
を
「
酉
」
に
訂
正
し
て
い
る
【
図
14
】。

　

伏
見
宿
（
第
十
二
冊
）
の
「
伏
見
宿
雑
部
」
に
も
朱
書
が
数
か
所
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
水
口
宿
と
は
異
な
り
、
虫
損
を
補
修
し
た
部
分
で
、
虫
損
に
よ
り
文
字
が
欠
け
て

し
ま
っ
た
た
め
書
か
れ
て
い
た
文
字
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
裏
打
ち
の
あ
と
の
朱
書

な
の
で
、
比
較
的
新
し
い
も
の
と
推
定
さ
れ
【
図
15
】、
刊
本
で
も
注
記
は
な
い
。

脱
字　
「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
吉
原
宿
（
第
三
冊
）
で
は
、「
本
市
場
村
」
と
墨
書
さ

れ
た
貼
紙
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
下
は
無
地
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
に
書
き
漏
ら
し
た
た

め
で
あ
ろ
う
【
図
16
】。
だ
が
、
何
故
空
白
の
無
地
部
分
に
、
直
接
書
か
ず
に
貼
紙
と

し
た
の
か
疑
問
は
残
る
。

加
筆　
『
宿
村
大
概
帳
』
に
は
、
随
所
に
異
筆
に
よ
る
加
筆
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
付
箋
・
貼
紙
・
朱
書
・
脱
字
な
ど
で
み
て
き
た
よ
う
に
、『
駅
逓
志
稿
』
編
纂

に
携
わ
っ
た
校
閲
者
の
手
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
藤
沢
宿
（
第
一
冊
）
往
還
御
掃
除
場
の
倉
見
村
の
町
場
へ
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し
か
し
、
事
は
単
純
で
は
な
い
。
一
部
に
甲
乙
両
者
の
手
に
な
る
巻
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
も
大
部
で
あ
る
東
海
道
分
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
全
体
を
甲
が

書
写
す
る
も
の
の
、
駄
賃
定
書
な
ど
高
札
な
ど
の
法
令
部
分
に
限
っ
て
一
部
を
乙
が
書

写
し
て
い
る
。
高
札
な
ど
法
令
部
分
は
、
基
本
的
に
大
き
な
異
同
は
宿
名
と
駄
賃
の
み

で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
、
綴
じ
を
は
ず
す
こ
と
で
他
の
部
分
よ
り
機
械
的
に
書
写
で
き

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

東
海
道　

三
島
宿
（
第
三
冊
）
〜
金
谷
宿
（
第
五
冊
）
の
十
四
宿
、
浜
松
宿
（
第
六

冊
）
〜
吉
田
宿
（
第
六
冊
）
の
六
宿
、
草
津
宿
（
第
十
一
冊
）
の
一
宿
の
合
計
二
十
一

宿
の
一
部
を
乙
が
担
当
し
、
ま
た
、
水
口
宿
（
第
十
冊
）
の
一
部
に
つ
い
て
は
甲
が
担

当
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
浜
松
宿
で
は
、
乙
は
高
札
部
分
を
一
気
に
書
写
し
て
は
お
ら
ず
、
統
一
さ

れ
た
書
体
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
呼
吸
が
変
化
し
た
様
が
見
て
取
れ
る
。

　

さ
ら
に
水
口
宿
に
関
し
て
は
、
高
札
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
丁
（
頁
）
の
後
半
か
ら

高
札
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
の
地
子
免
許
の
記
述
が
途
中
あ
っ
て
も
、
切
れ
の
い

い
丁
（
頁
）
で
甲
か
ら
乙
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
書
き
継
い
で
い
る
【
図
４
】。
こ
の

こ
と
か
ら
高
札
部
分
は
、
た
ま
た
ま
分
担
し
や
す
い
項
目
で
完
結
し
て
い
た
の
で
分
担

書
写
が
容
易
で
あ
っ
た
が
、
水
口
宿
に
つ
い
て
は
項
目
で
の
改
頁
で
は
な
か
っ
た
た
め

項
目
途
中
か
ら
の
書
写
分
担
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
原
本
も
、
こ
の

書
写
さ
れ
た
郵
政
博
物
館
本
と
同
じ
割
付
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
、
あ
る
い
は

忠
実
に
臨
写
し
た
こ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　『
宿
村
大
概
帳
』
の
異
同

　

次
に
、本
文
の
記
載
や
校
閲
、修
正
な
ど
、内
面
的
な
部
分
を
み
て
い
き
た
い
。た
だ
、

筆
者
自
身
が
見
落
と
し
を
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
も
の
の
、「
東
海
道
宿
村
大
概

帳
」
が
大
部
で
あ
る
こ
と
と
、
最
初
に
書
写
に
着
手
し
た
た
め
な
の
か
、
最
も
特
徴
的

な
異
同
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
巻
頭
か
ら
顕
著
な
点
に
つ
い
て
列
挙
し
て
い
く
。

付
箋　

品
川
宿
（
第
一
冊
）
の
冒
頭
部
分
に
付
箋
と
修
正
の
痕
跡
が
あ
る
。
後
ほ
ど
触

れ
る
修
正
の
貼
り
紙
と
は
異
な
る
、
や
や
黄
色
味
を
帯
び
た
紙
質
の
付
箋
で
あ
る
【
図

５
】。
後
者
に
は
紙
を
削
っ
て
手
繕
い
し
て
修
正
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
同
筆
で
あ

【図4】右は乙、左は甲が書写している（三島宿）
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『宿村大概帳』覚書

る
こ
と
か
ら
書
写
者
自
身
が
誤
り
に
気
付
き
、
自
ら
が
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
藤
沢
宿
（
第
一
冊
）
の
今
宿
村
の
土
橋
の
記
述
の
下
に
二
枚
の
付
箋
の
痕
跡

が
あ
り
、
左
側
の
付
箋
に
「
了
」
ら
し
き
一
字
が
残
る
が
付
箋
が
欠
け
て
い
る
の
で
不

詳
で
あ
る
【
図
６
】。

　

こ
の
ほ
か
大
磯
宿
（
酒
匂
村
）、
箱
根
宿
（
と
も
に
第
二
冊
）
な
ど
、
比
較
的
巻
数

の
若
い
巻
に
み
ら
れ
て
い
る
。
注
記
が
あ
っ
た
の
か
を
含
め
明
瞭
な
修
正
の
痕
跡
は
認

め
ら
れ
な
い
箇
所
も
あ
る
の
で
、
何
の
た
め
か
不
明
で
あ
る
。

　
「
奥
州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
白
川
宿
（
第
三
冊
）
で
は
、
問
屋
給
米
の
項
目
に
検
断

所
役
人
の
手
当
て
に
「
コ
レ
ハ
別
ニ
三
人
扶
持
ア
リ
、
扶
持
モ
米
ユ
ヘ
無
論
算
入
ス
ヘ

シ
、」
と
付
箋
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
東
海
道
の
付
箋
と
は
異
な
る
【
図
７
】。

貼
紙　

刊
本
で
は
付
箋
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
本
項
で
は
前
項
と
の
混
乱
を
避
け

る
た
め
、
貼
紙
と
す
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

　

神
奈
川
宿
（
第
一
冊
）
の
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
駄
賃
高
札
部
分
に
、
貼
紙

修
正
が
み
ら
れ
る
【
図
８
】。
刊
本
で
も
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
未
五
月
ゟ
来
ル
子
」

の
貼
紙
が
あ
り
、
修
正
前
は
「
辰
五
月
ゟ
来
ル
酉
」
と
開
始
時
期
に
一
年
、
終
期
に
四

年
、
期
間
に
七
年
と
五
年
の
誤
差
が
あ
る
。
後
段
で
は
、
修
正
前
「
天
保
十
五
年
辰
四

月
」
が
、
貼
紙
修
正
で
「
安
政
六
未
四
月
」
と
な
っ
て
い
る
【
図
９
】。
神
奈
川
宿
に
限
っ

て
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
駄
賃
が
改
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前

項
で
指
摘
し
た
が
、
高
札
部
分
は
単
純
に
書
写
し
て
い
る
た
め
で
、
前
の
品
川
宿
・
川

崎
宿
と
次
の
保
土
谷
宿
は
、
修
正
前
の
記
載
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
の
下
諏
訪
宿
（
第
五
冊
）
の
地
子
免
許
に
も
次
の
よ
う
な

貼
紙
修
正
部
分
が
あ
る
【
図
10
】。
修
正
前
は
「
六
千
六
百
七
拾
坪
半
」
で
あ
る
が
、

修
正
後
「
六
千
七
百
五
坪
半
　
　
是
者
辛
未
六
月
八
日
高
島
藩
ヨ
リ
　
再
調
書
　
差
出

候
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
辛
未
」
が
何
時
な
の
か
が
問
題
だ
が
、『
宿
村
大
概
帳
』

が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
と
す
れ
ば
、
前
後
の
「
辛
未
」
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

と
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
で
あ
る
。「
高
島
藩
ヨ
リ
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、「
藩
」
は
明
治
元
年
の
府
県
と
藩
の
呼
称
か
ら
四
年
七
月
十
四
日
の
廃
藩
置
県

ま
で
に
限
ら
れ
、『
駅
逓
志
稿
』
編
纂
時
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
詳
し
く
調
べ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
駅
逓
寮
か
ら
各
地
に
確
認
の
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
高

島
藩
か
ら
回
答
が
あ
り
書
写
し
た
原
本
の
記
述
を
訂
正
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

同
様
に
「
甲
州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
の
金
沢
宿
と
上
諏
訪
宿
（
と
も
に
第
八
冊
）
の

地
子
免
許
の
項
に
も
あ
る
。
金
沢
宿
の
修
正
前
「
壱
万
七
千
拾
四
坪
余
」
が
、
貼
紙
修

正
「
壱
万
七
千
五
百
拾
四
坪
半
　
是
ハ
辛
未
六
月
八
日
再
調
改
」【
図
11
】。
上
諏
訪
宿

が
「
壱
万
六
千
九
拾
九
坪
余
」
が
、
貼
紙
修
正
「
壱
万
七
千
五
百
七
坪
　
是
ハ
辛
未
六

月
八
日
再
調
改
」【
図
12
】。
こ
れ
は
中
山
道
の
下
諏
訪
宿
の
修
正
と
も
対
応
す
る
も
の

で
、
高
島
藩
が
同
時
に
再
調
査
結
果
を
駅
逓
寮
に
報
告
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

か
も
金
沢
宿
の
検
地
が
文
政
度
の
検
地
で
、
こ
れ
を
元
に
地
子
免
許
が
決
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、「
辛
未
」
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
で
は
あ
り
え
ず
、
明
治
四
年
で
あ

る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　
「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
の
愛
知
川
宿
（
第
十
冊
）
の
愛
知
川
宿
か
ら
武
佐
宿
迄
の

往
還
通
間
の
村
の
西
老
蘇
村
の
項
で
、
前
後
の
宿
へ
の
里
程
で
「
愛
知
川
」
と
す
べ
き

と
こ
ろ
「
武
佐
」
と
誤
記
し
、
貼
紙
で
修
正
さ
れ
て
い
る
が
【
図
13
】、
刊
本
で
は
注

記
は
な
い
。

　

な
お
、
筆
者
は
貼
紙
の
文
字
か
ら
は
、
複
数
の
手
に
な
る
も
の
と
見
て
い
る
。

朱
書　

朱
書
は
、「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
だ
け
に
見
ら
れ
る
。
水
口
宿
（
第
十
冊
）

の
水
口
宿
よ
り
石
部
宿
迄
往
還
通
の
雑
部
に
「
寛
政
十
三
午
年
」
の
干
支
が
間
違
い
で

朱
書
き
で
「
午
」
を
「
酉
」
に
訂
正
し
て
い
る
【
図
14
】。

　

伏
見
宿
（
第
十
二
冊
）
の
「
伏
見
宿
雑
部
」
に
も
朱
書
が
数
か
所
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
水
口
宿
と
は
異
な
り
、
虫
損
を
補
修
し
た
部
分
で
、
虫
損
に
よ
り
文
字
が
欠
け
て

し
ま
っ
た
た
め
書
か
れ
て
い
た
文
字
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
裏
打
ち
の
あ
と
の
朱
書

な
の
で
、
比
較
的
新
し
い
も
の
と
推
定
さ
れ
【
図
15
】、
刊
本
で
も
注
記
は
な
い
。

脱
字　
「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
吉
原
宿
（
第
三
冊
）
で
は
、「
本
市
場
村
」
と
墨
書
さ

れ
た
貼
紙
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
下
は
無
地
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
に
書
き
漏
ら
し
た
た

め
で
あ
ろ
う
【
図
16
】。
だ
が
、
何
故
空
白
の
無
地
部
分
に
、
直
接
書
か
ず
に
貼
紙
と

し
た
の
か
疑
問
は
残
る
。

加
筆　
『
宿
村
大
概
帳
』
に
は
、
随
所
に
異
筆
に
よ
る
加
筆
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
付
箋
・
貼
紙
・
朱
書
・
脱
字
な
ど
で
み
て
き
た
よ
う
に
、『
駅
逓
志
稿
』
編
纂

に
携
わ
っ
た
校
閲
者
の
手
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
藤
沢
宿
（
第
一
冊
）
往
還
御
掃
除
場
の
倉
見
村
の
町
場
へ
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し
か
し
、
事
は
単
純
で
は
な
い
。
一
部
に
甲
乙
両
者
の
手
に
な
る
巻
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
も
大
部
で
あ
る
東
海
道
分
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
全
体
を
甲
が

書
写
す
る
も
の
の
、
駄
賃
定
書
な
ど
高
札
な
ど
の
法
令
部
分
に
限
っ
て
一
部
を
乙
が
書

写
し
て
い
る
。
高
札
な
ど
法
令
部
分
は
、
基
本
的
に
大
き
な
異
同
は
宿
名
と
駄
賃
の
み

で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
、
綴
じ
を
は
ず
す
こ
と
で
他
の
部
分
よ
り
機
械
的
に
書
写
で
き

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

東
海
道　

三
島
宿
（
第
三
冊
）
〜
金
谷
宿
（
第
五
冊
）
の
十
四
宿
、
浜
松
宿
（
第
六

冊
）
〜
吉
田
宿
（
第
六
冊
）
の
六
宿
、
草
津
宿
（
第
十
一
冊
）
の
一
宿
の
合
計
二
十
一

宿
の
一
部
を
乙
が
担
当
し
、
ま
た
、
水
口
宿
（
第
十
冊
）
の
一
部
に
つ
い
て
は
甲
が
担

当
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
浜
松
宿
で
は
、
乙
は
高
札
部
分
を
一
気
に
書
写
し
て
は
お
ら
ず
、
統
一
さ

れ
た
書
体
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
呼
吸
が
変
化
し
た
様
が
見
て
取
れ
る
。

　

さ
ら
に
水
口
宿
に
関
し
て
は
、
高
札
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
丁
（
頁
）
の
後
半
か
ら

高
札
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
の
地
子
免
許
の
記
述
が
途
中
あ
っ
て
も
、
切
れ
の
い

い
丁
（
頁
）
で
甲
か
ら
乙
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
書
き
継
い
で
い
る
【
図
４
】。
こ
の

こ
と
か
ら
高
札
部
分
は
、
た
ま
た
ま
分
担
し
や
す
い
項
目
で
完
結
し
て
い
た
の
で
分
担

書
写
が
容
易
で
あ
っ
た
が
、
水
口
宿
に
つ
い
て
は
項
目
で
の
改
頁
で
は
な
か
っ
た
た
め

項
目
途
中
か
ら
の
書
写
分
担
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
原
本
も
、
こ
の

書
写
さ
れ
た
郵
政
博
物
館
本
と
同
じ
割
付
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
、
あ
る
い
は

忠
実
に
臨
写
し
た
こ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　『
宿
村
大
概
帳
』
の
異
同

　

次
に
、本
文
の
記
載
や
校
閲
、修
正
な
ど
、内
面
的
な
部
分
を
み
て
い
き
た
い
。た
だ
、

筆
者
自
身
が
見
落
と
し
を
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
も
の
の
、「
東
海
道
宿
村
大
概

帳
」
が
大
部
で
あ
る
こ
と
と
、
最
初
に
書
写
に
着
手
し
た
た
め
な
の
か
、
最
も
特
徴
的

な
異
同
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
巻
頭
か
ら
顕
著
な
点
に
つ
い
て
列
挙
し
て
い
く
。

付
箋　

品
川
宿
（
第
一
冊
）
の
冒
頭
部
分
に
付
箋
と
修
正
の
痕
跡
が
あ
る
。
後
ほ
ど
触

れ
る
修
正
の
貼
り
紙
と
は
異
な
る
、
や
や
黄
色
味
を
帯
び
た
紙
質
の
付
箋
で
あ
る
【
図

５
】。
後
者
に
は
紙
を
削
っ
て
手
繕
い
し
て
修
正
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
同
筆
で
あ

【図4】右は乙、左は甲が書写している（三島宿）
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【図11】貼紙修正（金沢宿）
修正後（左）と修正前（右）

【図12】貼紙修正（上諏訪宿）
修正後（左）と修正前（右）

【図13】貼紙修正（愛知川宿）

【図14】朱書訂正（水口宿） 【図15】朱書補訂（伏見宿）

【図16】脱字による貼紙（吉原宿） 【図17】加筆（「同　弐里余」藤沢宿）
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【図７】付箋（白川宿）

【図8】貼紙修正（神奈川宿）

【図６】下部に「了」らしき付箋
【図5】 黄色味を帯びた付箋と手繕いで修

正した痕跡（右）

【図９】貼紙修正 （神奈川宿）

【図10】 貼紙修正（修正前の文字は完全
に貼り付けられている。下諏訪宿）
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【図７】付箋（白川宿）

【図8】貼紙修正（神奈川宿）

【図６】下部に「了」らしき付箋
【図5】 黄色味を帯びた付箋と手繕いで修

正した痕跡（右）

【図９】貼紙修正 （神奈川宿）

【図10】 貼紙修正（修正前の文字は完全
に貼り付けられている。下諏訪宿）
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『宿村大概帳』覚書

の
里
程
「
同
　
弐
里
余
」
二
か
所
は
、
脱
漏
に
よ
る
加
筆
【
図
17
】。
同
じ
く
円
蔵
村

も
「
同
　
拾
丁
」、
濱
之
郷
村
「
同
　
拾
町
」
も
同
様
で
あ
る
【
図
18
】。
な
お
、「
丁
」

と
「
町
」
は
同
筆
で
あ
る
が
、
何
故
「
丁
」
と
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

袋
井
宿
（
第
五
冊
）
の
高
札
場
の
項
目
で
「
宿
内
中
川
土
橋
際
ニ
建
有
之
」
も
異
筆

で
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
【
図
19
】。

　

濱
松
宿
（
第
六
冊
）
中
下
刑
部
村
の
往
還
長
の
項
目
で
、「
道
幅
弐
間
ゟ
四
間
迄
」

も
異
筆
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
【
図
20
】。

　
「
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
」
中
田
宿
（
第
二
冊
）
は
、
刊
本
で
も
「
後
筆
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
天
保
九
年
の
駄
賃
定
に
続
く
「
上
江
嘉
永
二
酉
年
三
割
増
、

都
合
四
割
五
分
増
之
」
で
あ
る
【
図
21
】。
こ
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
年
紀
は
、

貼
紙
に
よ
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
駄
賃
改
定
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
高

島
藩
に
よ
る
再
調
査
に
よ
る
回
答
と
と
も
に
、『
宿
村
大
概
帳
』
の
直
接
の
記
述
の
中

で
は
時
代
が
下
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
本
に
な
か
っ
た
加
筆
や
貼
紙
な
ど
の

事
項
は
、
ど
の
よ
う
に
校
閲
、
補
訂
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
体
を
通
し
て
み
る
と
、
小
稿
で
列
挙
し
て
き
た
加
筆
と
し
た
手

は
同
筆
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

誤
記　
「
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
」
粕
壁
宿
（
第
二
冊
）
で
は
、
壱
里
塚
に
つ
い
て
の

記
載
に
続
い
て
立
場
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
が
、書
写
の
際
に
前
項
と
見
誤
っ
た
の
か「
立

場
」
と
す
べ
き
文
字
を
「
壱
里
塚
」
と
書
き
誤
っ
て
い
る
【
図
22
】。
刊
本
で
注
記
は

あ
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
修
正
は
見
ら
れ
ず
、
校
閲
は
見
逃
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

紙
質　
『
宿
村
大
概
帳
』は
、ほ
ぼ
同
様
に
漉
か
れ
た
紙
を
用
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、

「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
の
丸
子
宿
と
岡
部
宿
（
と
も
に
第
四
冊
）
は
、
漉
か
れ
た
紙

が
異
な
る
。
大
部
な
資
料
だ
け
に
、
一
時
的
に
紙
が
足
り
な
く
な
り
、
他
用
か
ら
転
用

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

む
す
び

　

小
稿
は
、『
宿
村
大
概
帳
』
を
通
覽
し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
、
自
ら
の
覚
書
と
し
て

単
に
列
挙
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
、
筆
者
の
力
不
足
も
あ
り
、
見
落
と
し
や
誤

解
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
懼
れ
ず
に
以
下
、
概
要
と
所
見
を
順
不

同
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

・ 『
駅
逓
志
稿
』編
纂
に
あ
た
っ
て
原
本
を
書
写
し
た
写
本
が
、郵
政
博
物
館
本
で
あ
る
。

・ 『
宿
村
大
概
帳
』
全
五
十
二
冊
の
書
写
順
は
、「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
か
ら
着
手
し

た
と
み
ら
れ
る
。

・ 

書
写
者
は
、
二
名
（
仮
に
甲
と
乙
）
で
あ
り
、
基
本
は
各
冊
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
担

当
し
た
。

・ 「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」の
宿
場
の
高
札
部
分
の
一
部
で
は
、該
当
本
担
当
書
写
者（
甲
）

で
は
な
い
者
（
乙
）
が
書
写
し
て
い
る
。

・ 「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
と
「
甲
州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
の
諏
訪
地
方
に
は
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
の
高
島
藩
に
よ
る
再
調
査
の
回
答
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
同
年
六
月
八
日
以
前
に
『
駅
逓
志
稿
』
編
纂
の
た
め
の
調
査
が
始
ま
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

・ 

校
閲
者
が
複
数
存
在
し
、
付
箋
で
指
示
、
貼
紙
で
修
正
、
後
筆
に
よ
り
加
筆
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
三
な
い
し
四
名
は
存
在
し
た
。
な
お
後
年
、
欠
損
部
分

を
朱
書
修
正
す
る
者
も
い
た
。

・ 「
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
」中
田
宿（
第
二
冊
）に
後
筆
さ
れ
た
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）

の
年
紀
は
、『
宿
村
大
概
帳
』
記
載
の
最
も
時
代
の
下
が
っ
た
年
代
で
あ
る
。
こ
れ
は

原
本
の
記
載
な
の
か
、
校
閲
者
の
追
記
な
の
か
、
い
っ
た
い
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。

　

研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
、
非
常
に
ま
と
ま
り
の
な
い
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
、

『
宿
村
大
概
帳
』
を
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
別
な
目
で
見
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き

が
あ
り
、
研
究
が
進
展
し
て
い
く
と
思
う
。
小
稿
が
、『
宿
村
大
概
帳
』
研
究
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

先
学
諸
兄
の
御
批
判
、
御
叱
正
な
ど
賜
わ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
す
ぎ
や
ま　

ま
さ
し　

埼
玉
県
立
文
書
館
前
館
長
）

（
１
）　 

児
玉
幸
多
校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集
四　

東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
解
説
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
、
児
玉
幸
多
「
宿
村
大
概
帳
」（『
国
史
大
辞
典
』
所
収
）
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【図18】加筆（「同拾丁」（左）と「同　拾町」（右）藤沢宿）

【図19】 加筆（「宿内中川土橋際ニ建
有之」袋井宿）

【図20】 加筆（「道端弐間ゟ四間迄」
濱松宿）

【図21】 加筆（上江嘉永二酉年三
割増、都合四割五分増之）
中田宿）

【図22】 誤記（左側は「立場」とすべきが「壱里塚」となっている。
右頁には「壱里塚」の記載がある。粕壁宿）
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『宿村大概帳』覚書

の
里
程
「
同
　
弐
里
余
」
二
か
所
は
、
脱
漏
に
よ
る
加
筆
【
図
17
】。
同
じ
く
円
蔵
村

も
「
同
　
拾
丁
」、
濱
之
郷
村
「
同
　
拾
町
」
も
同
様
で
あ
る
【
図
18
】。
な
お
、「
丁
」

と
「
町
」
は
同
筆
で
あ
る
が
、
何
故
「
丁
」
と
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

袋
井
宿
（
第
五
冊
）
の
高
札
場
の
項
目
で
「
宿
内
中
川
土
橋
際
ニ
建
有
之
」
も
異
筆

で
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
【
図
19
】。

　

濱
松
宿
（
第
六
冊
）
中
下
刑
部
村
の
往
還
長
の
項
目
で
、「
道
幅
弐
間
ゟ
四
間
迄
」

も
異
筆
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
【
図
20
】。

　
「
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
」
中
田
宿
（
第
二
冊
）
は
、
刊
本
で
も
「
後
筆
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
天
保
九
年
の
駄
賃
定
に
続
く
「
上
江
嘉
永
二
酉
年
三
割
増
、

都
合
四
割
五
分
増
之
」
で
あ
る
【
図
21
】。
こ
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
年
紀
は
、

貼
紙
に
よ
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
駄
賃
改
定
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
高

島
藩
に
よ
る
再
調
査
に
よ
る
回
答
と
と
も
に
、『
宿
村
大
概
帳
』
の
直
接
の
記
述
の
中

で
は
時
代
が
下
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
本
に
な
か
っ
た
加
筆
や
貼
紙
な
ど
の

事
項
は
、
ど
の
よ
う
に
校
閲
、
補
訂
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
体
を
通
し
て
み
る
と
、
小
稿
で
列
挙
し
て
き
た
加
筆
と
し
た
手

は
同
筆
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

誤
記　
「
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
」
粕
壁
宿
（
第
二
冊
）
で
は
、
壱
里
塚
に
つ
い
て
の

記
載
に
続
い
て
立
場
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
が
、書
写
の
際
に
前
項
と
見
誤
っ
た
の
か「
立

場
」
と
す
べ
き
文
字
を
「
壱
里
塚
」
と
書
き
誤
っ
て
い
る
【
図
22
】。
刊
本
で
注
記
は

あ
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
修
正
は
見
ら
れ
ず
、
校
閲
は
見
逃
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

紙
質　
『
宿
村
大
概
帳
』は
、ほ
ぼ
同
様
に
漉
か
れ
た
紙
を
用
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、

「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
の
丸
子
宿
と
岡
部
宿
（
と
も
に
第
四
冊
）
は
、
漉
か
れ
た
紙

が
異
な
る
。
大
部
な
資
料
だ
け
に
、
一
時
的
に
紙
が
足
り
な
く
な
り
、
他
用
か
ら
転
用

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

む
す
び

　

小
稿
は
、『
宿
村
大
概
帳
』
を
通
覽
し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
、
自
ら
の
覚
書
と
し
て

単
に
列
挙
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
、
筆
者
の
力
不
足
も
あ
り
、
見
落
と
し
や
誤

解
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
懼
れ
ず
に
以
下
、
概
要
と
所
見
を
順
不

同
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

・ 『
駅
逓
志
稿
』編
纂
に
あ
た
っ
て
原
本
を
書
写
し
た
写
本
が
、郵
政
博
物
館
本
で
あ
る
。

・ 『
宿
村
大
概
帳
』
全
五
十
二
冊
の
書
写
順
は
、「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」
か
ら
着
手
し

た
と
み
ら
れ
る
。

・ 

書
写
者
は
、
二
名
（
仮
に
甲
と
乙
）
で
あ
り
、
基
本
は
各
冊
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
担

当
し
た
。

・ 「
東
海
道
宿
村
大
概
帳
」の
宿
場
の
高
札
部
分
の
一
部
で
は
、該
当
本
担
当
書
写
者（
甲
）

で
は
な
い
者
（
乙
）
が
書
写
し
て
い
る
。

・ 「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
と
「
甲
州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
の
諏
訪
地
方
に
は
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
の
高
島
藩
に
よ
る
再
調
査
の
回
答
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
同
年
六
月
八
日
以
前
に
『
駅
逓
志
稿
』
編
纂
の
た
め
の
調
査
が
始
ま
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

・ 

校
閲
者
が
複
数
存
在
し
、
付
箋
で
指
示
、
貼
紙
で
修
正
、
後
筆
に
よ
り
加
筆
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
三
な
い
し
四
名
は
存
在
し
た
。
な
お
後
年
、
欠
損
部
分

を
朱
書
修
正
す
る
者
も
い
た
。

・ 「
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
」中
田
宿（
第
二
冊
）に
後
筆
さ
れ
た
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）

の
年
紀
は
、『
宿
村
大
概
帳
』
記
載
の
最
も
時
代
の
下
が
っ
た
年
代
で
あ
る
。
こ
れ
は

原
本
の
記
載
な
の
か
、
校
閲
者
の
追
記
な
の
か
、
い
っ
た
い
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。

　

研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
、
非
常
に
ま
と
ま
り
の
な
い
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
、

『
宿
村
大
概
帳
』
を
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
別
な
目
で
見
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き

が
あ
り
、
研
究
が
進
展
し
て
い
く
と
思
う
。
小
稿
が
、『
宿
村
大
概
帳
』
研
究
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

先
学
諸
兄
の
御
批
判
、
御
叱
正
な
ど
賜
わ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
す
ぎ
や
ま　

ま
さ
し　

埼
玉
県
立
文
書
館
前
館
長
）

（
１
）　 
児
玉
幸
多
校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集
四　

東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
解
説
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
、
児
玉
幸
多
「
宿
村
大
概
帳
」（『
国
史
大
辞
典
』
所
収
）
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【図18】加筆（「同拾丁」（左）と「同　拾町」（右）藤沢宿）

【図19】 加筆（「宿内中川土橋際ニ建
有之」袋井宿）

【図20】 加筆（「道端弐間ゟ四間迄」
濱松宿）

【図21】 加筆（上江嘉永二酉年三
割増、都合四割五分増之）
中田宿）

【図22】 誤記（左側は「立場」とすべきが「壱里塚」となっている。
右頁には「壱里塚」の記載がある。粕壁宿）
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